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図表 109 院外処方せん枚数全体に占める、一部の医薬品について「変更不可」と 

記載した処方せん枚数の割合（医師ベース） 

43.7%

61.3%

12.6%

16.1%

5.8%

6.5%

29.1%

9.7%

1.1%

2.9% 2.9%

4.3%

2.9%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

診療所
（n=103）

病院
（n=93）

10％未満 10％以上～30％未満 30％以上～50％未満 50％以上～70％未満

70％以上～90％未満 90％以上 無回答
 

 
図表 110 一部の医薬品について「変更不可」とする最も多い理由（医師ベース、単数回答） 

 

12.6%

3.9%

19.4%

1.0%

3.9%

1.9%

12.6%

5.8%

35.9%

2.9%

22.6%

5.4%

20.4%

0.0%

3.2%

4.3%

9.7%

3.2%

29.0%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

処方銘柄について患者からの
強い要望があるから

処方銘柄に対する後発医薬品の
副作用が心配であるから

処方銘柄に対応する後発医薬品の
効能に疑問があるから

後発医薬品の供給体制に不安があるから

処方銘柄の作用が強く治療域のせまい
医薬品であるから

患者に適した剤形が他にないから

処方銘柄を長く使用し信頼しているから

施設として使用する医薬品の銘柄を
指定しているから

その他

無回答

診療所
（n=103）

病院
（n=93）

 
※「その他」には、複数の選択肢に○がついている回答が含まれる。その他の内容は以下のとおりである。 

 診療所 病院 

「その他」を選択した回答数 37 27 

患者からの強い要望があるから 8 3 

副作用が心配であるから 14 1 

効能に疑問があるから 19 4 

供給体制に不安があるから 5 2 

作用が強く治療域のせまい医薬品 2 1 

患者に適した剤形が他にないから 6 0 

長く使用し信頼しているから 11 3 

銘柄を指定している 8 0 

先発医薬品と後発医薬品の値段に違いがないから - 1 

薬局で実際に調剤された後発医薬品を診療録に記載するのが面倒だから - 1 

効果が安定している前処方をそのままにしたいため - 1 

後発医薬品に適応がなかったから。 4 3 

院外処方をしていない - 3 

その他 4 2 

未記入 4 10 
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10）後発医薬品について関心がある患者の割合（平成 21年 4月以降） 

 
図表 111 外来患者のうち、後発医薬品について関心がある（医師に質問する、 

使用を希望する）患者の割合（医師ベース） 

75.6%

66.0%

16.3%

26.7% 4.3%

4.9%

1.0%

0.6%

0.6%

0.6%

0.2%

0.6%

1.4%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

診療所
（n=509）

病院
（n=465）

10％未満 10％以上～30％未満 30％以上～50％未満 50％以上～70％未満

70％以上～90％未満 90％以上 無回答
 

 
図表 112 後発医薬品について関心がある（医師に質問する、使用を希望する） 

患者数の変化（1年前と比較して、医師ベース） 

32.6%

29.2%

1.1%

1.0%

61.7%

66.2%

1.5%

2.8%

0.4%

0.4%

1.5%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

診療所
（n=509）

病院
（n=465）

非常に増えた 増えた 変わらない 減った 非常に減った 無回答
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11）医師における、外来診療時の後発医薬品の処方に関する考え 

 
図表 113 外来診療における後発医薬品の処方に関する考え方（医師ベース） 

 

73.7%

67.6%

72.7%

55.1%

83.0%

9.9%

12.3%

10.6%

16.6%

6.2%

13.2%

15.7%

13.9%

20.0%

9.5%

8.3%

2.8%

1.3%

3.1%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
（n=1179）

診療所合計
（n=714）

院外処方せんあり
（n=509）

院外処方せんなし
（n=205）

病院
（n=465）

診
療

所

特にこだわりはない

患者からの要望がなくても後発医薬品を積極的に処方する

患者からの要望があっても後発医薬品は基本的には処方しない

無回答
 

図表 114 医師の外来診療における後発医薬品の処方に関する考え方 

（外来患者に後発医薬品を院外処方する場合の施設としての対応別、病院ベース） 

25.8%

26.2%

41.4%

11.4% 9.1%

55.7%

56.5%

34.5%

65.9%

6.5%

6.0%

6.9%

9.1%

13.8%

4.1%

3.9%

0.0%

4.5%

4.9%

4.1%

0.0%

3.0%

3.4%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=465）

特にこだわりはない
（n=386）

要望がなくても積極的に
処方する（n=29）

要望があっても基本的に
処方しない（n=44）

施設：後発医薬品を積極的に使用する 施設：後発医薬品をほとんど使用しない

施設：個々の医師の判断による 施設：その他

施設：無回答 施設データなし
 

※全体には「外来診療における医師の後発医薬品処方に関する考え方」が無回答だった 6 名が含まれる。 
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図表 115 外来診療において患者からの要望があっても後発医薬品を 

基本的には処方しない理由（医師ベース、複数回答） 

 

76.9%

64.1%

52.6%

34.0%

44.9%

2.6%

1.3%

19.9%

1.3%

75.9%

67.0%

51.8%

28.6%

42.0%

2.7%

1.8%

24.1%

1.8%

80.3%

70.4%

57.7%

29.6%

45.1%

2.8%

23.9%

1.4%

68.3%

61.0%

41.5%

26.8%

36.6%

2.4%

4.9%

24.4%

2.4%

79.5%

56.8%

54.5%

47.7%

52.3%

2.3%

9.1%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

後発医薬品の品質への疑問

後発医薬品の効果への疑問

後発医薬品の副作用への
不安

後発医薬品の安定供給体制
の不備

後発医薬品の情報提供の
不備

後発医薬品に関する患者への
普及啓発不足

後発医薬品の使用による薬剤料減
への不安

その他

無回答

全体（n=156） 診療所合計（n=112） 診療所（院外処方せんあり）（n=71）

診療所（院外処方せんなし）（n=41） 病院（n=44）
 

※「後発医薬品の使用による薬剤料減への不安」については、「診療所（院外処方せんなし）」のみの選択

肢となっている。 
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⑨医師における後発医薬品使用に関する意識等 

 
1）医師における、薬事法に基づく厚生労働大臣の承認を得るために必要なデータの内容に

関する認知状況（医師ベース） 

 

図表 116 薬事法に基づく厚生労働大臣の承認を得るために必要なデータの 

内容に関する認知状況（医師ベース） 

17.0%

17.3%

16.6%

36.8%

36.7%

37.0% 43.7%

40.6%

41.8%

2.8%

4.4%

5.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
（n=1,189）

診療所
（n=724）

病院
（n=465）

だいたい知っている 少しは知っている ほとんど知らない 無回答
 

 
 

2）後発医薬品の処方を進めるための環境 

 

図表 117 どのような対応がなされれば、医師の立場として 

後発医薬品の処方を進めても良いか（複数回答） 

 

65.1%

55.8%

31.1%

24.7%

5.7%

8.1%

9.8%

5.5%

77.0%

71.0%

40.9%

34.4%

12.0%

2.6%

4.1%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医師や薬剤師に対する後発医薬品の
品質保証が十分であることの周知徹底

後発医薬品メーカーによる情報提供
や安定供給体制の確保

後発医薬品に対する患者の理解

後発医薬品を処方する際の
診療報酬上の評価

院内で後発医薬品の情報を独自に収集し、
後発医薬品の選定･採用を行える体制の整備

特に対応は必要ない

その他

無回答

診療所
（n=724）

病院
（n=465）

 


